
・

オ

ル
ガ

ニ
ス
ト

の

酒
井

多

賀

志

（
６０
）
（
東
京
純
心
女
子
大
教
授
）
が

宮
崎
市
の
宮
崎
県
立
芸
術
劇
場
ア
イ

ザ

ッ
ク
ス
タ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
、
レ

コ

ー

デ
ィ
ン
グ
を
行

っ
た
。
日
本
人
に

，
な
じ
み
深
い
旋
律
を
主
題
に
し
た
オ

ル
ガ
ン
曲
づ
く
り
で
も
知
ら
れ
る
演

奏
家
だ
。
国
産

で
は
最
大
級
と
い
わ

れ
る
同
ホ
ー
ル
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン

を
駆
使
し
、
バ

ッ
ハ
の
４
曲
と
九
州

ゆ
か
り
の
曲
な
ど
を
素
材
に
し
た
自

作
３
曲
の
録
音
を
１０
月
下
旬
に
終
え

た
。
Ｃ
Ｄ
は
来
年
６
月
リ
リ
ー
ス
予

定
だ
。
　

　

　

　

　

　

（
高
梨
忍
）

酒
井
は
、
東
京
芸
大
オ
ル
ガ
ツ
科

卒
で
、
国
内
で
は
オ
ル
ガ

ニ
ス
ト
の

草
分
け
的
存
在
。
バ
ッ
ハ
や
フ
ラ

ン

ク
の
演
奏
を
得
意
と
し
、
斬
新
な
解

釈
で
高
い
評
価
を
得
て
き
た
“

「
オ
ル
ガ

ニ
ス
ト
は
バ
ッ
ハ
を
弾

く
だ
け
で
終
わ

っ
て
は
な
ら
な
い
」
。

こ
の
人
の
持
論
だ
。
そ
の
考
え
は
、

唱
歌
や
民
謡
な
ど
聴
衆
に
身
近
な
テ

ー
マ
を
使

つ
た
曲
づ
く
り
に
、

‐
ヽ
さ
ち

に
、
日
本
の‐
伝
統
音
楽
を
通
し
て
オ

．

ル
ガ
ン
を
日
本
の
楽
器

‘‐
と
し
て
な
じ

ま
せ
た
い
之
い
う
願
い
に

，
な
か

つ

て
い
く
。

鹿
児
島
県

・
奄
美
の
島
唄
や
、
「
赤

「　
と
ん
ぼ
」

「
故
郷
」

「
早
春
賦
」
な

・
ど
の
曲
を
主
題
と
し
た
変
奏
曲
や
幻

‐

想
曲
を
作
曲
し
、
演
奏
で
は
尺
八
、

琴
な
ど
と
の
共
演
も
重
ね
て
き
た
の

も
、
そ
う
し
た
思
い
が
あ

っ
て
の
こ

と
だ
っ
た
。　
・
　

　

‘

，

．今
回
の
録
書
も
同
様
だ
。
自
作
曲

の
素
材
の
一
つ
は
唱
歌

「わ
れ
は
海

の
子
」
ｏ
こ
れ
を
主
題
に
し
た
幻
想

曲
作
品
”
は
、
寄
せ
て
は
返
す
波
の

様

子

を
表

現

し
た

と

い

う
伴

奏

部

と
、
引
き
潮
の
よ
う
に
減
音
し
て
い

く
ラ
ス
ト
が
即
橡
深
い
。

「力
強
く
、
体
の
奥
底
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
わ
い
て
く
る
曲
」と
い
う
、

沖
縄
県

・
八
重
山
諸
島
の‐
民
謡

「船
ぬ
親
ユ
ン
タ
」は
幻
想
曲
作
品
針

―

　

　

　

・
　

　

め

い

そ

う

・
　

・

に
と
つ
入
れ
た
。
瞑
想
的
に
ゅ

‐っ
た

り
と
始
ま
り
、
労
働
歌
ら
し
い
速
い

パ

ッ
セ
ー
ジ

や
変
拍
子
が
多
彩
だ
。

こ
れ
ら
の
曲
を
レ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

す
る
た
め
に
選
ん
だ
の
が
こ
の
ホ
ー

ル
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
だ

っ
た
の
は

酒
井
ら
し
い
選
択
と
言
え
る
。
須
藤

オ
ル
ガ
ン
エ
房

（
神
奈
川
県
横
須
賀

市
）
に
製
作
を
依
頼
し
、
１
９
９
３

年
に
完
成
し
た
も
の
だ
。
輸
入
し
て

設
置
さ
れ
る
パ
イ
プ
ガ

ル
ガ
ン
が
多

い
中
、
こ
こ
の
は
国
産
で
あ
る
。

「
３
年
前
初
め

て
弾
き
、
包
み
込

孝∽8、 ,a、θι

ある′たJのマタ
―■―

イ]

ノレ/

フ7・
ヽ  ´

′́

、ン′

.ア

酒井多賀志 CD発売全
イフト

ー

ヽ
／

レ

「

り
二ヽ
頃
一

ｒ
ｖ

一
一
一
Ｅ
π

む
よ
う
な
優
し
い
音

色
に
魅
せ
ら
れ
た
」
。

酒
井
は
、
日
本
の
旋

律
を
演
奏
す
る
の
に

し

っ
と
り
と
な
じ
む

楽
器
と
感
じ
た
の
だ

ろ
う
。
録
音
を
終
え
た
後
、

「
九
州

一
沖
縄
に
ち
な
ん
だ
曲
を
宮
崎
の
地

で
録
音
す
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

い
」
と
喜
ん
だ
。

Ｃ
Ｄ
に
は
ほ
か
に
ハ
自
作
の
イ
ン

・　

　

　

　

　

　

　

．
　

　

　

　

．
　

　

　

　

　

　

　

　

．
　

　

　

　

―‐
■

ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
フ
ー
ガ
ハ
長
調

■
●
（新
世
紀
２‐１
）
作
‐品‐
５６
、
バ
ッ
ハ
の

」パ
ッ
サ
カ
リ
ア
ハ
短
調
Ｂ
Ｗ
Ｖ
５
８

一と
な
ど
が
収
め
ら
れ
、
ス
タ
ｒ‐
ジ
オ

・

リ
リ
ツ
タ

（東
京
、
０
４
２

・
６
６‐

一
３

ｏ
３
■

‐
４‐
３１
）
か
ら
発
売
さ
れ
る
０

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
録
音
‐に
臨
む
酒

井
多
賀
志

（宮
崎
市
の
宮
崎
県
立
芸

‐
、術
劇
場
で
）
＝
秋
月
正
樹
撮
影

禾日


